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◎本誌からの写真・文などの無断転載を禁じます

「WAVE TIMES（ウェーブタイムス）」は、「札幌市民交流プラザ」の
トピックスや公演・イベント情報などを発信している冊子です。

※イベント内容は4月27日時点のものです。やむを得ない事情により、
開催期間、開演時間、出演者、曲目などが変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください。

WAVE TIMES

地下鉄「大通」駅直結
札幌市中央区北1条西1丁目  さっぽろ創世スクエア

カナモトホール

あいプラン、MORIHICO.、アミノアップ、石部基実クリニック、伊藤組土建、岩倉建設、岩田地崎建設、大通り矯正歯科、札幌駅前通まちづくり会社、札幌大谷学園、札幌大通まちづくり会社、札幌市交通局、
札幌振興公社、札幌都市開発公社、サッポロホールディングス、ANAクラウンプラザホテル札幌、札幌マタニティ・ウイメンズホスピタル、ジェイ・アール北海道バス、じょうてつ、ANA、大和証券、
さっぽろ東急百貨店、日本航空、福山倉庫、富士メガネ、北海道エアシステム、北海道科学大学、北海道中央バス、北海道電気保安協会、丸彦渡辺建設、萬田記念財団、三井不動産リアルティ札幌、
よつ葉乳業、Life&Ceremony、敷島屋、北海道ガス、會澤高圧コンクリート、旭イノベックス、SOC、遠藤興産、SAPICA、三精テクノロジーズ、大成建設、大丸札幌店、日建設計、北海道グリーンメンテナンス、
豊建商、あべ耳鼻咽喉科アレルギー科クリニック、氏家記念こどもクリニック、クリーンアップ、藤城建設、ホクリヨウ、北洋銀行、北海道銀行、朝日新聞社、阿部小児科医院、アムテック、アルシス、
岩本・佐藤法律事務所、ウエス、AIRDO、おおしま内科胃腸科クリニック、柿崎歯科、片桐企業グループ、TAT札幌、北空法律事務所、ケープラス・ロジ、札幌商工会議所、札幌デンタルケア、
ジャパンテクニカルソフトウェア、サツイベ、すずらん乗馬クラブ、蘇春堂形成外科、タイムズ24、みよしの、内科丹田クリニック、福住泌尿器科クリニック、北海道熱供給公社、北海道マツダ、
ほりい綜合法律事務所、マウントアライブ、明治安田生命、元町皮ふ科、山二、吉田記念病院、六書堂、和らいふ、北海道放送、札幌テレビ放送、北海道テレビ放送、北海道文化放送、テレビ北海道　　

WAVE TIMES
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特　集

2020年度 主催／共催公演ラインアップ

S C A R T S  T O P I C S

アートと日常が交差する
西2丁目地下歩道
映像制作プロジェクト

アーティストボイス
美術
作家 蒲原みどり

cover art : Midori Kambara

オペレッタ「こうもり」
バレエ「眠れる森の美女」など



札幌市民交流プラザ
2020年度主催／共催公演ラインアップ
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※イベント内容は4月27日時点のものです。やむを得ない事情により、開催期間、開演時間、出演者、曲目などが変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください。
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札幌文化芸術劇場 hitaru札幌文化芸術劇場 hitaru

新国立劇場バレエ団「眠れる森の美女」2018年公演より ［撮影：鹿摩隆司］新国立劇場「こうもり」2018年公演より ［撮影：寺司正彦］

チャイコフスキー3大バレエのひとつであり、世界中で愛されている古典の最高
傑作。2020年、新国立劇場バレエ団が本作を上演するのは札幌のみ、という
貴重な機会をお見逃しなく。
［全席指定・税込］ S席13,000円、A席10,000円、B席8,000円、

C席6,000円、D席5,000円、U25 2,000円
プラザメンバーズ先行発売日：①5月21日［木］②6月20日［土］　
一般発売日：7月4日［土］

S T O R Y
ある王国の姫君オーロラの洗礼式の日。祝いの場に招待されな
かった恨みから、悪の精カラボスが「姫は16歳の誕生日に針に刺
されて死ぬ」と呪いをかけます。人々がうろたえる中、善の妖精、リ
ラの精が「呪いは解けないが、姫は死ぬのではなく百年の眠りに
つく」と宣言。そして、姫の16歳の誕生日。カラボスが花束に仕込
んだ針によって、姫は倒れます。そこへリラの精が現れ、魔法で城
全体を眠りの中に。百年後、リラの精の導きで姫を見つけたデジ
レ王子がカラボスを倒し、姫に口づけをすると―。

「眠れる森の美女」

11.14 sat /15 sun
新国立劇場バレエ団

両日14：00開演（開場時間未定）

ワルツ王シュトラウスⅡ世が手がけたオペレッタ『こうもり』は、美しい
ワルツやポルカ、品のある風刺やユーモアが観客の心を惹きつける
音楽劇です。小粋で優雅、そして洒脱な仕掛けが用意された正統的
な演出で、『こうもり』の魅力を余すところなく伝えます。

オペレッタ「こうもり」

12.13 sun /15 tue

ヨハン・シュトラウスⅡ世
新国立劇場 2020/2021シーズンオペラ

開演（開場）時間未定

bra vo!!

S T O R Y
主人公は、年末年始を別荘で過ごそうとしている、倦怠期を迎え
た資産家夫婦。大晦日の昼下がり、夫は顧問弁護士の不手際
で8日間の禁固刑を受けるはめに。そんな時、友人から刑務所へ
入る前に舞踏会へ行こうと誘われ、妻に内緒で参加します。でも
実は、友人が舞踏会の招待状を妻にも渡しており―。友人の
悪だくみに気づかぬまま、舞踏会が始まります。

※詳細は決まり次第、HP等でお知らせします。
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「FratresⅠ」（2019） ©Kishin Shinoyama

Creative Opera Mixs（2019） ©定久圭吾（DOPPIETTA）

G.プッチーニ作曲

19：00開演（18：00開場）

◎2021年3月11日［木］に公演延期

16：00開演（15：00開場）

6.19 fri
華麗なるディーヴァの競演

17：00開演（16：00開場）

14：00開演（13：00開場）

クラシックの歌姫 森麻季とジャズの歌姫 ケイコ・リーが初共演！
二人の歌姫（ディーヴァ）が贈る至福の一夜。
［全席指定・税込］ 一般 3,000円、U25 1,500円

18：30開演（18：15開場）

11.23 mon
ANÚNA（アヌーナ） 
神秘のケルティック・コーラス

アイルランドが生んだ奇跡の歌声とともに迎える、
一足早いクリスマスのきらめき。
［全席指定・税込］ 一般 3,000円、U25 1,500円
プラザメンバーズ先行発売日：7月25日［土］　
一般発売日：8月8日［土］

オタマトーンでおなじみの明和電機
がhitaruに初登場！ おもしろ電動
楽器で楽しむアートの世界。
［全席指定・税込］ 
一般 3,000円、U25 1,500円
プラザメンバーズ先行発売日：
9月26日［土］　
一般発売日：10月10日［土］

2021 1.31sun
明和電機 
ナンセンスマシーン
コンサート

9.19sat
宇宙への招待

若き挑戦者たちが、大迫力のオーケストラサウンドとチャレンジ
精神あふれる講演で誘う、果てしない宇宙への旅。
［全席指定・税込］ 
一般 3,000円、U25 1,500円
一般発売日：5月30日［土］

札幌文化芸術劇場 hitaru
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14：00開演（13：00開場）

hitaruオペラプロジェクト プレ公演

オペラ「蝶々夫人」

2 0 21 2.21sun

北海道発のオペラ団体、教育機関、実演芸術家などの協力を得て、
hitaruを舞台とした新たなオペラ作品を創造・発信する「hitaruオペラ
プロジェクト」。そのプレ公演として、北海道二期会との共同主催で
プッチーニ作曲のオペラ『蝶々夫人』を上演します。

［全席指定・税込］ 
SS席14,000円、S席12,000円、A席10,000円、
B席8,000円、C席6,000円、U25 3,000円
◉主催：札幌文化芸術劇場 hitaru （札幌市芸術文化財団）、一般社団法人北海道二期会 

札幌文化芸術劇場 hitaru クリエイティブスタジオ

Noism Company Niigata
実験舞踊 vol.2

「春の祭典」/「FratresⅢ」

7.2 thu /3 fri

りゅーとぴあ 新潟市民芸術文化会館を拠点に
活動する日本初の公共劇場専属舞踊団 Noism 
Company Niigata（芸術監督：金森穣）による新
作を上演します。上演作品は、1913年の初演以
来今なお多くの振付家や音楽家に影響を与える
I.ストラヴィンスキーの「春の祭典」、そして2019年
からNoismが創作を続ける「Fratres」シリーズ
最終章となる「FratresⅢ」の2作品です。
［全席指定・税込］ 
一般 4,500円、U25 3,000円

地点「だれか、来る」
2021 1.15 fri /16 sat

演出家 三浦基が代表を務める京
都の演劇集団「地点」が、「イプ
センの再来」「21世紀のベケット」
等数々の異名を持つ作家 ヨン・
フォッセ（ノルウェー）の名作「だれか、
来る」を上演します。海辺に建つ古
い家。初老の男と若い女。人の孤
独と、それゆえに他者をよすがとす
る人間の姿。過酷な自然が浮き彫
りにする愛の物語を、クリエイティブ
スタジオで。

All Sapporo Professional Actors Selection vol.2

「北緯43°のリア」

2021 2.26 fri -3.5 fri

北海道の内外で活躍するプロフェッショナルな俳優とスタッフによる演劇作品を、クリエティブス
タジオにて創作し、お届けする「All Sapporo Professional Actors Selection」。第二弾は「北緯
43°のリア」（W・シェイクスピア原作）を斎藤歩（札幌座）の脚本・演出でお届けします。
◉主催：公益財団法人 北海道演劇財団、札幌文化芸術劇場 hitaru（札幌市芸術文化財団）、NPO法人札幌座くらぶ

Creative Opera Mix
vol.2

2021 3.13sat /14 sun

hitaruが札幌で活動するアーティストと共同で
企画・制作を行う、札幌発の実験的創造プロジェ
クト。オペラをテーマに、多彩な表現を融合させ
た新感覚パフォーミングアーツを上演します。

2020年度 hitaruのひととき

◉チケットに関するお問い合わせ｜道新プレイガイド TEL 0570-00-3871（10：00-17：00 日曜定休）
◉公演に関するお問い合わせ｜札幌市民交流プラザ劇場事業課 TEL 011-271-1950（ 9：00-17：00 休館日を除く）

※イベント内容は4月27日時点のものです。やむを得ない事情により、開催期間、開演時間、出演者、曲目などが変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください。

S T O R Y
舞台は明治時代の長崎。日本駐在の任務についたアメリカ海軍士
官ピンカートンは、斡旋屋の仲介で15歳の芸者、蝶 と々結婚します。し
かし、この結婚は日本駐在中だけの“契約”でした。任務を終えたピン
カートンは戻ってくると約束し、日本を離れます。3年後、帰りを待ち続け
る蝶々に届いたのは、「ピンカートンが本国でアメリカ人女性と結婚し
た」という手紙でした。それでも待ち続ける蝶々、ついにピンカートンを
乗せたアメリカ船が長崎に着きますが、彼の隣には……。

斎藤歩（札幌座） 東李苑（クリエイティブオフィスキュー） 納谷真大（イレブンナイン）

©Takuya Matsumi©Hisaki Matsumoto

※詳細は決まり次第、HP等でお知らせします。

※詳細は決まり次第、HP等でお知らせします。

©ai ueda

佐々木アンリ（蝶々夫人）柴田真郁（指揮） 岩田達宗（演出）
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折笠良《水準原点》2015年

札幌文化芸術劇場 hitaru クリエイティブスタジオ

クリエイティブスタジオ   シネマ シリーズ-2 / 3

映画へと導く映画

7.18sat / 9月

映画監督をお招きし、監督おすす
めの映画の上映会と、映画鑑賞
の魅力を再発見する講演を行う
全3回シリーズ。7月18日は入江悠
監督をゲストに招き開催します。

◎シネマ シリーズ-2
［全席指定・税込］
上映1、2 各500円
入江悠監督特別講演 1,000円（当日 1,500円）

新国立劇場バレエ団プリンシパル 本島
美和と米沢唯がバレエダンサーのお仕
事から『眠れる森の美女』の裏話まで、
バレエと表現の繋がりについて実演を
交えて語ります。
［全席指定・税込］
一般 2,500円、U25 1,500円

バレエダンサーが語る！
本当は深いバレエと表現のおはなし

7.11sat /12 sun
新国立劇場バレエ団「眠れる森の美女」関連イベント

11日/19：00開演 12日/14：00開演

札幌市図書・情報館

札幌文化芸術交流センター  S C A R T S

札幌市民交流プラザ 全館

公
募
企
画
事
業

人と人のコミュニケーションの最も基本的な手
段である「言葉」に注目し、言葉をその表現の核
とした美術・映像・文学など、同時代の多様な作
品を紹介します。

SCARTS ステージシリーズ

チェコを拠点に活躍する人形劇師の沢則行や、
札幌を拠点に活動するコンテンポラリーダンサー
の鈴木明倫が、SCARTSコートに登場します。

◎10月20日／沢則行
◎2021年2月25日／鈴木明倫
◎8月／北海道教育大学、10月／札幌大谷大学

SCARTS
レクチャーシリーズ

文化芸術に関わる人向けの講座や、
アーティストのスキルアップに役立つ
実践的なレクチャーを開催。

＋＋A&T
SCARTS ART&
TECHNOLOGY Project
◎9月、2021年3月
中高生を対象に、アートとメディアテクノロジーに
親しむためのワークショップ&作品展示を行います。

◎10月

モーツァルト音楽啓発活動を通し、地域の音
楽文化の発展に寄与することを目的としたレ
クチャーコンサートなどを開催。

歴史の一コマを作ってきた市民から、札幌の昔
の街や暮らしを写した8ミリフィルムを集めて空
間展示を行う、市民参加型アートプロジェクト。

P LAZA F E STIVAL 2020

皆様に安心してご来館いただくために。
札幌市民交流プラザでは、新型コロナウイルス対策を実施しています。

7.11sat -20mon
中島洋 記憶のミライ

2021 3.30tue /31wed
祝祭・モーツァルト

図書・情報館では、図書による情報提供だけでなく、ビジネスや暮らしに役立つセミナーや
知的好奇心をくすぐるようなトークイベントを随時開催していきます。各分野のスペシャリス
トが話す言葉から、新しい情報にぜひ出合ってください。

◎12月19日［土］- 2021年2月14日［日］S I A F 2020札幌国際芸術祭2020

◉主催：札幌国際芸術祭実行委員会・札幌市  ◉共催：札幌市民交流プラザ（札幌市芸術文化財団）

札幌国際芸術祭（略称：SIAF〈サイアフ〉）は3年に一度開催される芸術の祭典。 札幌市内の美術館のほか、屋内外のさまざまな場所を会場に、
多彩な表現が繰り広げられます。 過去2回は夏から秋に行われましたが、今回は初めて冬季に開催されます。
「Of Roots and Clouds：ここで生きようとする」をテーマに、アートを通じて札幌の魅力を国内外に発信していきます。

「Re:Sensterプロジェクト」は失われたメディアアートの名作《Senster》（1968

年制作）を蘇らせた修復プロジェクトです。ポーランド・AGH科学技術大学が
復活させた大型のキネティックスカルプチャー（動く彫刻）である《Senster》
をアジアで初公開します。

今年も「プラザフェスティバル2020」を開催。
皆様への感謝をこめて多彩なイベントをご用意いたします。

エドワード・イナトビッチ《Senster》1968
Photo by Natalia Kabanow 

Courtesy of WRO 2019 / WRO Art Center

Cod.Act 《πTon》2017
ベルフォート（フランス）でのパフォーマンス、2018年

Photo by Samuel Carnovali. Courtesy of aritist

プラプラット

◉チケットに関するお問い合わせ｜道新プレイガイド TEL 0570-00-3871（10：00-17：00 日曜定休）
◉公演に関するお問い合わせ｜札幌市民交流プラザ劇場事業課 TEL 011-271-1950（ 9：00-17：00 休館日を除く）

◉お問い合わせ｜札幌文化芸術交流センター SCARTS　TEL 011-271-1955（ 9：00-17：00 休館日を除く）

2
0
2
0
年
度　

主
催
／
共
催
公
演　

E
V
E
N
T
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

7.13 mon-8.1 sat
チェルフィッチュの〈映像演劇〉
風景、世界、アクシデント、
すべてこの部屋の外側の出来事

8.22 sat -9.22 tue
ことばのいばしょ

演劇作家・チェルフィッ
チュ主宰の岡田利規が、
舞台映像デザイナー
山田晋平と取り組む
〈映像演劇〉によって構
成される演劇公演・展
覧会です。

※イベント内容は4月27日時点のものです。やむを得ない事情により、開催期間、開演時間、出演者、曲目などが変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください。

Re:Sensterプロジェクト
アーティスト・デュオCod.Act〈コッド アクト〉によるサウンドインスタレーション
作品。巨大なゴムチューブが、合成された人の声に反応し、まるで生き物の
ようにうねりながら動きます。

πTon

1 館内の各所と劇場内に、手指
消毒用のアルコール液を設
置しています。

基本的にマスク着用でご来館いただき、もしマスクがないときに咳やくしゃみがでてしまう場合は、
袖で口と鼻を覆うなど「咳エチケット」をお守りいただきますようお願いいたします。
また、帰宅時や食事前には、石けん、ハンドソープを使用したこまめな手洗いを。

発熱、咳がでるなど体調がすぐれない場合は、来場・入場をお控えいただきますよう、お願いいたします。

©Masaki Miyai

◎11月、12月

3 屋内の換気を徹底し、通常
時より換気回数を増やして
います。

2 多くの人が触れる手すり、
取手、ロッカーなどは、館内
清掃時に消毒しています。

4 6 劇場案内係は、適宜プラス
チック製手袋を着用し、応対
いたします。

5 窓口対応スタッフは、原則
マスク着用で応対いたします。

ご来館の皆様へのお願いです
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沢則行

リ・センスター ピトン

サイアフ

サーモグラフィ、非接触式体
温計などで、公演来場者への
検温を実施いたします。



虹と雪、慟哭のカッコウ

　札幌の俳優が劇団やユニットの枠を超
えて共演、道内外からもメンバーを招き、
質の高い演劇作品を創造する「All Sapporo 

Professional Actors Selection」。第一弾は、
札幌の劇団「イレブンナイン」代表の納谷
真大さんが、アカデミー賞で主要5部門
に輝いた1975年のアメリカ映画「カッコー
の巣の上で」に着想を得て書き下ろした
新作舞台が上演されました。
　主人公は、刑務所での懲役逃れのた
め、精神病を装って療養所へ入所した金
子タケシ（斎藤歩）。療養所の非人間的な
ルールに反抗する彼の姿がほかの患者た
ちを触発していくという本作の舞台は冬季
オリンピック開催に沸く札幌。五輪による
急速な開発で家を失った侍部落出身者
（川崎勇人）やアイヌ民族の貝沢チカラ（納
谷）を患者の中に登場させ、変わりゆく街

　まず、とにかく、札幌のプロの俳優たちだけ

で劇創作をするという企画の第一弾に、濃密

に関わらせていただけたことに心から感謝を

しております。公演自体は新型コロナウイルス

の影響により、残り3ステージを残して中止と

いう残念な結果に終わりましたが、それまでの

劇創作の時間は個人的にとても勉強になり

ましたし、沢山の収穫がありました。

　この企画が続いていくことで、札幌の演劇

が進化していくことを確信しております！

札幌の演劇シーンを熱くする新企画が始動！
第一弾は名作映画にインスパイアされたオリジナル戯曲

公 演 を 終 え て
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「虹と雪、慟哭のカッコウ ～SAPPORO'72」
2020年2月20日［木］- 3月1日［日］ クリエイティブスタジオ

●札幌の俳優を中心に豪華な顔ぶれが集まったステージ。
気迫のこもった

演技で、自由を求める人間の尊厳と管理社会の不条理を問
い掛けた。

主催：公益財団法人北海道演劇財団、札幌文化芸術劇場
 hitaru（札幌市芸術文

化財団）、NPO法人札幌座くらぶ、イレブンナイン・tatt

納谷真大（イレブンナイン）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
話
題
性
の
高
い

作
品
が
多
く
、舞
台
芸
術
の
中
で
も

比
較
的
な
じ
み
の
あ
る
ジ
ャ
ン
ル
の

ひ
と
つ
で
す
。一
方
で
、そ
の
始
ま
り

や
オ
ペ
ラ
と
の
違
い
、観
劇
マ
ナ
ー

な
ど
、実
は
意
外
と
知
ら
れ
て
な
い

こ
と
も…

…

。観
劇
前
に
押
さ
え
て

お
き
た
い
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
基
礎

知
識
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
ル
ー
ツ

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、「
演
劇
」「
音

楽
」「
舞
踊
」を
ひ
と
つ
に
融
合
し
、

コ
メ
デ
ィ
か
ら
シ
リ
ア
ス
ま
で
多
様

な
物
語
を
紡
い
で
い
く
ア
メ
リ
カ
発

祥
の
舞
台
芸
術
で
す
。ル
ー
ツ
は
、

貴
族
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
オ
ペ
ラ
に

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
を
加
え

て
、大
衆
を
沸
か
せ
た
オ
ペ
レ
ッ
タ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
オ
ペ
レ
ッ

タ
が
ア
メ
リ
カ
に
わ
た
り
、ア
メ
リ

カ
独
自
の
大
衆
芸
能
な
ど
を
取
り

入
れ
て
生
ま
れ
た
新
た
な
表
現
が
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
原
型
。誕
生
は
19

世
紀
後
半
で
、20
世
紀
前
半
に
か
け

て
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
大
き
く
発

展
し
て
い
き
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と

オ
ペ
ラ
の
違
い

　
歌
と
踊
り
、芝
居
と
い
う
要
素
だ

け
を
見
る
と
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
も
オ

ペ
ラ
も
一
緒
で
す
。で
は
何
が
違
う

の
か
？
　
ま
ず
発
声
方
法
が
、オ
ペ

ラ
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
は
大
き
く
異

な
り
ま
す
。ベ
ル
カ
ン
ト
唱
法
と
い

う
独
特
の
発
声
方
法
を
使
う
オ
ペ

ラ
に
対
し
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
そ
の

多
く
が
、い
わ
ゆ
る
ポ
ッ
プ
ス
歌
手

と
同
じ
発
声
で
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
オ
ペ
ラ
は
、あ
く
ま
で
歌
唱
を

中
心
と
し
た
舞
台
で
す
。ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
も「
歌
」は
重
要
で
す
が
、演
者

に
は「
踊
り
」「
芝
居
」で
魅
せ
る
こ

と
も
同
時
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
楽
し
み
方
は
、

通
常
の
演
劇
や
映
画
と
同
様
で
す
。

音
を
立
て
な
い
、後
席
の
人
の
邪
魔

に
な
る
よ
う
な
座
り
方
は
し
な
い

な
ど
、マ
ナ
ー
は
常
識
の
範
囲
内
な

の
で
、堅
苦
し
く
考
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
札
幌
文
化
芸
術

劇
場 hitaru

で
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

魅
力
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

［ VOL.7： ミュージカル ］
まちの劇場を、もっと身近に。舞台や劇場の楽しみ方をご提案します。

劇場があ
る暮らし

マイクの位置
ミュージカルで使われるのは、とても小さな高性能
マイク。観客に見えないよう配線を頭に這わせ、
額の生え際や耳の横にマイクを留めて、音を拾っ
ています。

ダンス
オペラでは、激しい踊りは演者（歌唱
者）以外のダンサーが担う場合が多い
ですが、ミュージカルでは踊りも演者の
見せ場。ダンスの最中でも、寸分の狂
いなく歌い上げる歌唱力は圧巻です！

舞台美術や衣装も見どころ
作品の世界観を表現する細部まで作りこ
まれた舞台美術や、役柄に合わせた衣装・
小物もミュージカル鑑賞の楽しみです。

illustration : Minoru Kimura
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の狭間でもがく人間像を盛り込みました。
　主演の斎藤さんは、粗暴さと賢さを併せ
持つ満州帰りの金子を持ち前の飄 と々し
たキャラクターで体現。「東京乾電池」の
川崎さんは独特の明るさで存在感を発
揮し、新人看護師役の東李苑さん（クリエ
イティブオフィスキュー）や島太星さん（同）ら若
手キャストも清廉な演技を披露しました。
患者に扮したギタリスト・山木将平さん
が奏でるギターの生演奏も物語を優しく
包み込みました。
　患者たちがクリスマスを謳歌するクラ
イマックスでは、直後の急展開に思わず
身を乗り出す観客の姿も。そしてラスト、
貝沢役の納谷さんが舞台中央に設けら
れた鉄格子をなぎ倒すと、場内に大きな
音と振動が響き、静まり返った客席から、
その後、惜しみない拍手が送られました。

　上演中はセリフの英語字幕を壁面に映
し、札幌演劇のアートツーリズムとしての可
能性も提案。札幌発の新たな演劇シリー
ズの試みに、これからも目が離せません。

（ライター 新目七恵）

ひょうひょう

Ⓒ高橋克己



北海道生まれ。北海道教育大学札幌校芸術文化課程
美術油彩科研究室卒。自然の風景を過去の記憶と重
ねて描いた絵を制作するかたわら、本の装丁や挿絵、広
告のビジュアル、ファッションブランドの洋服や着物の絵
柄などを手掛ける。主な展覧会、2013年「MIDORI  
KAMBARA Exposition」（Miki MIALY ミキミアリー／フラン
ス）、2017年「蒲原みどり展 Small Garden」（オリエアート
ギャラリー／東京）ほか多数。主なブックデザイン、絵本
「図書館の子」（文・佐々木譲、絵・蒲原みどり、HAJ出
版）、書籍「五十嵐淳／状態の構築」（TOTO出版）など。

アーティストボイス連載

絵画、本の装丁や挿絵、広告ビジュアル、ファッションブランドとの  

コラボレーションによるプロダクトのアートディレクションなど、

幅広い活動をする美術作家・蒲原みどりさん。

WAVE TIMES今号から表紙のアートワークを手掛ける氏から、

創作への思い、作品の世界観などについて伺いました。

蒲原みどり美術作家

Artist Voice

M
idori K

am
bara

い つ か 見 た 風 景 、記 憶 を 綴 る
つづ

表紙の作品
大きく膨らんだつぼみは次々に咲きはじめそれを
見届ける様に佇む鳥。新たな季節の訪れを告げ
るものたちの囁きを描いた作品。紙に描いた花
びらを切り抜き、一枚ずつ押花のように重ね、一
輪の花が形となる。同様の工程でできた植物や
生き物のパーツを繋ぎ合わせ、作品は完成する。
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上：Garden #18（2015年）
背景に金箔を使用した横幅4メートルの絵画作品。油彩による独特の質感と金箔
の風合いが相まった作品は、箔押師と呼ばれる職人とともに仕上げていく
右：露草野花図（2020年）
日本のファッションブランドより依頼を受け絵柄を手掛けているオーガニックコットン
製の着物シリーズ。このほか、帯や扇子、日傘などのアイテムにも絵が施されている

つ
づ

出
会
っ
た
風
景
や
匂
い
、

記
憶
の
断
片
を
標
本
に

│
今
号
か
らW

AVE TIM
ES

の
表
紙
を
描
き
ま
す
が
、

そ
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
に
暮
ら
す
私
た
ち
は
、春
夏
秋
冬
と
い
う

季
節
に
暮
ら
し
の
節
目
を
重
ね
合
わ
せ
、日
々
さ
ま
ざ
ま

な
風
景
と
出
会
い
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。W

AV
E

 

T
IM

ES

の
表
紙
も
北
国
の
自
然
の
風
景
を
絵
で
綴
っ
て

い
き
た
い
。私
の
絵
を
、い
つ
か
ど
こ
か
で
見
た
懐
か
し
い

風
景
に
重
ね
て
見
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

普
段
制
作
し
て
い
る
絵
画
は
大
き
な
サ
イ
ズ
が
多
く
、

鳥
に
な
っ
た
よ
う
に
全
体
を
眺
め
な
が
ら
描
き
ま
す
が
、

今
回
は
細
部
を
拡
大
し
て
見
る
よ
う
な
マ
ク
ロ
の
視
点

に
こ
だ
わ
り
、緻
密
な
風
景
を
描
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

│
花
や
鳥
な
ど
自
然
の
モ
チ
ー
フ
を
用
い
た
作
品
が

多
い
で
す
が
、テ
ー
マ
性
や
こ
だ
わ
り
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

幼
い
頃
か
ら
何
か
を
観
察
し
た
り
、ゆ
っ
く
り
歩
い
て

外
の
空
気
を
吸
っ
た
り
、あ
ま
り
子
ど
も
ら
し
く
な
い

子
ど
も
で
し
た
。
春
の
野
原
で
摘
ん
だ
花
を
押
し
花
に

し
た
り
、夏
の
終
わ
り
に
セ
ミ
の
抜
け
殻
を
見
つ
け
て
感

動
し
た
り
、秋
に
は
落
ち
葉
を
拾
っ
て
標
本
を
作
っ
た

り
。や
が
て
、そ
れ
ら
に
出
会
っ
た
と
き
の
風
景
や
匂
い

な
ど
が
呼
び
起
こ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、あ
の
と
き
の

光
景
そ
の
も
の
を
標
本
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
考

え
、表
現
し
た
作
品
が
10
年
前
か
ら
発
表
し
て
い
る「
風

景
画
シ
リ
ー
ズ
」。
た
と
え
ば
、咲
い
て
い
た
木
蓮
の
花

を
見
上
げ
た
と
き
、花
の
側
に
い
た
鳥
は
、風
が
吹
い
て

瞬
き
を
す
る
間
に
飛
び
去
っ
て
い
た
。そ
ん
な
記
憶
の
断

片
を
標
本
に
し
た
い
と
思
い
、作
品
を
作
り
続
け
て
い

ま
す
。「
あ
の
鳥
は
何
を
し
て
い
る
の
？
」
と
聞
か
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、「
き
っ
と
次
の
風
の
合
図
を
待
っ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
答
え
ま
す
。

絵
に
は
見
え
な
い
感
情
を

呼
び
起
こ
す
力
が
あ
る

│
創
作
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

近
年
は
海
外
に
行
く
機
会
も
増
え
て
、古
い
建
物
や

教
会
を
巡
っ
た
り
、い
ろ
ん
な
視
点
か
ら
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
の
ひ
と
つ
と
し
て
建
築
や
自
然
環
境
、人
の
暮
ら
し
や

文
化
を
見
つ
め
た
り
し
ま
す
。そ
れ
を
北
海
道
に
当
て

は
め
た
時
に
ど
ん
な
香
り
が
す
る
ん
だ
ろ
う
、こ
こ
は
同

じ
情
景
だ
な
と
空
想
し
な
が
ら
。大
人
に
な
っ
て
か
ら
感

じ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
、知
り
た
い
情
景
、見
て
み
た
い

も
の
は
尽
き
な
い
で
す
ね
。花
の
つ
ぼ
み
が
開
い
て
咲
く

瞬
間
を
ど
う
し
た
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
？ 

雪
の

結
晶
を
じ
っ
く
り
見
た
い
け
ど
、指
に
触
れ
た
瞬
間
消

え
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
疑
問
や
不
思
議
さ
に
焦
が
れ
な

が
ら
、そ
の
瞬
間
に
立
ち
会

い
た
い
と
願
い
続
け
て
、透

明
な
一
瞬
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

│
創
作
活
動
に
お
け
る

喜
び
と
は
何
で
す
か
？

　

風
景
画
シ
リ
ー
ズ
を
初

め
て
見
た
方
が
「
国
も
時

代
も
新
し
い
か
古
い
か
も

わ
か
ら
な
い
け
ど
、い
つ
か

ど
こ
か
で
見
た
風
景
」と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
。

自
分
の
記
憶
を
も
と
に
描
い
た
も
の
が
、そ
の
人
の
遠
い

記
憶
を
呼
び
起
こ
し
た
ん
で
す
ね
。
新
し
い
出
会
い
な

の
に
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、初
め
て
見
る
の
に

い
つ
か
ど
こ
か
で
見
た
風
景
だ
と
感
じ
た
り
、そ
れ
は

過
去
の
記
憶
が
今
の
自
分
へ
呼
び
か
け
た
瞬
間
で
あ
り
、

そ
し
て
未
来
へ
つ
な
が
っ
て
い
る
と
気
づ
か
せ
て
く
れ
る

瞬
間
で
も
あ
る
。絵
に
は
目
に
見
え
な
い
感
情
を
呼
び

起
こ
す
力
が
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
、新
た
な
手
が
か
り

を
得
た
、と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

│
今
後
取
り
組
ん
で
み
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
２
０
１
２
年
に
北
海
道
出
身
の
作
家
、佐
々
木
譲
さ
ん

の
童
話
を
絵
本
に
す
る
お
話
を
い
た
だ
き
、絵
本
の
仕

事
に
携
わ
る
と
い
う
夢
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

譲
さ
ん
の
文
章
を
読
み
な
が
ら
、心
に
浮
か
ぶ
風
景
を

絵
に
表
す
、魂
に
響
く
よ
う
な
幸
せ
な
時
間
で
し
た
。

も
し
ま
た
夢
が
叶
う
な
ら
、自
分
の
絵
と
文
章
で
本
を

作
り
た
い
で
す
ね
。そ
れ
が
懐
か
し
い
風
景
画
と
し
て

人
々
の
記
憶
に
残
れ
ば
、幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。



　「
課
題
解
決
型
図
書
館
」と
い
う
新
た
な
コ

ン
セ
プ
ト
で
誕
生
し
た
札
幌
市
図
書
・
情
報
館

は
、図
書
の
分
類
や
並
べ
方
、展
示
方
法
も
こ

れ
ま
で
の
公
共
図
書
館
と
は
一
線
を
画
し
て

い
ま
す
。現
在
、国
内
の
図
書
館
で
は
、日
本
十

進
分
類
法（
N
D
C
）に
よ
る
分
類
が
一
般
的

で
す
。「
で
も
当
館
は
N
D
C
を
参
考
に
し
つ

つ
も
、そ
の
順
番
に
並
べ
て
い
ま
せ
ん
」と
、司

書
の
中
村
吏
志
さ
ん
。

　「
例
え
ば
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

N
D
C
だ
と
、人
生
訓
や
教
訓
が
１
類（
哲

学
）、人
間
関
係
が
３
類（
社
会
科
学
）、セ
ー
ル

ス
マ
ン
シ
ッ
プ
が
６
類（
産
業
）、話
し
方
が
８

類（
言
語
）と
、バ
ラ
バ
ラ
の
棚
に
並
ん
で
し
ま

い
ま
す
。そ
こ
で
当
館
で
は
、テ
ー
マ
別
に
さ

ま
ざ
ま
な
分
類
か
ら
本
を
集
め
て
棚
を
構
成

し
て
い
ま
す
。時
間
も
手
間
も
か
か
り
ま
す

が
、利
用
者
の
視
点
で
わ
か
り
や
す
い
棚
を
目

指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
」

テ
�
マ
別
チ
�
ム
に
よ
る

同
館
独
自
の
棚
づ
く
り

　
札
幌
市
図
書・情
報
館
で
は
16
人
の
司
書
が
、

製
造
業
や
Ｉ
Ｔ
関
連
な
ど
を
担
当
す
る「
鉄
」、

サ
ー
ビ
ス
業
、医
療
・
福
祉
な
ど
の「
花
」、金
融
、

起
業
・
経
営
な
ど
を
扱
う「
金
」、農
林
水
産
や

公
共
分
野
な
ど
の「
土
」と
、テ
ー
マ
別
に
分
け

ら
れ
た
４
チ
ー
ム
で
棚
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。で
は
、ど
の
よ
う
な
作
業
を
経
て
棚
は

で
き
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

 

　「
僕
は
鉄
チ
ー
ム
な
の
で
す
が
、例
え
ば
Ｉ

Ｔ
関
連
の
棚
な
ら
、ま
ず
は
業
界
の
研
究
か
ら

始
め
ま
す
。あ
る
程
度
わ
か
っ
た
ら
、そ
の
業

界
の
基
礎
的
な
本
を
読
ん
で
細
か
な
部
分
を

学
ん
で
い
き
、専
門
誌
や
新
聞
で
最
新
の
動
向

を
チ
ェ
ッ
ク
し
つ
つ
、い
ま
必
要
と
さ
れ
て
い

る
情
報
を
と
ら
え
て
テ
ー
マ
を
設
定
、本
を
探

し
て
い
き
ま
す
。必
要
と
さ
れ
る
情
報
は
ど

ん
ど
ん
変
わ
る
の
で
、日
々
そ
の
繰
り
返
し

で
す
ね
」

利
用
者
が
本
当
に
欲
し
い
情
報
へ

棚
自
体
が
ス
ム
�
ズ
に
誘
導

　
同
館
の
棚
はW

O
R

K

、LIFE

、AR
T

と
３

つ
の
大
き
な
枠
組
み
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に

大
・
中
・
小
テ
ー
マ
を
設
け
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。例
え
ばLIFE

な
ら
、大
テ
ー
マ
の「
暮
ら

し
」の
棚
に
中
テ
ー
マ
の「
住
ま
い
」が
あ
り
、さ
ら

に
そ
の
下
に「
家
づ
く
り
は
こ
だ
わ
り
た
い
」

「
イ
ン
テ
リ
ア
を
愉
し
む
」「
こ
ん
な
暮
ら
し
を

夢
み
て
る
」な
ど
の
小
テ
ー
マ
が
並
び
ま
す
。棚

の
左
上
か
ら
順
に
目
を
走
ら
せ
て
い
く
と
、こ

ち
ら
の
思
考
の
流
れ
に
沿
う
よ
う
に
、ま
た
疑

問
や
要
望
に
応
え
る
よ
う
に
テ
ー
マ
が
続
き
、

ま
る
で
棚
と
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
よ
う
な

感
覚
に
。「
棚
自
体
が
、利
用
者
の
求
め
て
い
る

情
報
へ
自
然
に
導
い
て
く
れ
る
の
が
理
想
。だ

か
ら
本
も
、そ
の
テ
ー
マ
の
入
門
書
的
な
も
の

か
ら
玄
人
向
け
ま
で
、少
し
ず
つ
深
く
な
っ
て

い
く
よ
う
な
選
書
、並
べ
方
を
し
て
い
ま
す
。そ

し
て
よ
り
専
門
的
な
こ
と
を
知
り
た
い
場
合

は
、カ
ウ
ン
タ
ー
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
、担

当
の
司
書
が
対
応
い
た
し
ま
す
」。

　
ま
た
、同
館
な
ら
で
は
の
特
色
と
言
え
る
の

が
、赤
枠
で
囲
ま
れ
た
棚「
ハ
コ
ニ
ワ
」で
す
。

こ
ち
ら
は
旬
の
話
題
や
、い
ま
取
り
上
げ
た
い

情
報
を
盛
り
込
ん
だ
期
間
限
定
の
棚
で
、司
書

や
各
チ
ー
ム
の
思
い
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
棚
づ
く
り
で
は
テ
ー
マ
設
定
も
本
の
置

き
方
も
、利
用
者
目
線
を
と
て
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
。皆
様
が
抱
え
て
い
る
仕
事
や
生
活

の
課
題
解
決
が
当
館
の
使
命
で
す
の
で
、『
こ

の
棚
が
あ
っ
て
助
か
っ
た
』と
言
わ
れ
る
よ
う

な
場
面
を
、こ
れ
か
ら
も
増
や
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」

 TO P I C S札幌市図書・情報館

司書とは、図書の収集や整理、調査相談など図書館の専門的事務を担う職員です。

一般的には、本の貸し出し業務を主に行っているイメージが  

強いかも知れませんが、その仕事内容は多岐にわたります。

では、既存の図書施設とは異なる、ビジネス世代向けの調査相談・情報提供に特化した 

札幌市図書・情報館における司書のお仕事とは— 。

実は意外と知られていない、司書のお仕事を深掘りするシリーズ企画、

第一弾は「棚づくり」へのこだわりに迫ります。

Job of l i brar ian

お
仕
事

図
書
・
情
報
館
の

12 11

「一度読んだ本なら、例えば『あの一行』とか『あの
内容はどこに書いていたっけ』という場所を、かな
りの速さで探し出すことができます。なぜかは自分
でも分かりませんが（笑）」（中村さん）

今回お話を伺った札幌市図書・情報館の司書、中村吏志さん

期間限定の棚「ハコニワ」

仕事柄が滲み出る？



 TO P I C SS C A R T S

アートと日常が交差する
西2丁目地下歩道映像制作プロジェクト

地下街オーロラタウンと札幌市民交流プラザを繋ぐ西2丁目地下歩道。
その壁面をスクリーンとし、映像作品が上映されているのをご存じですか？

開館年から始まった「西2丁目地下歩道映像制作プロジェクト」。
歩行空間×映像メディアという実験的な試みのコンセプトや今後の展開を

札幌文化芸術交流センターSCARTSの担当者に聞きました。

14 13

札幌市民交流プラザの玄関口が
気鋭の映像表現と出会う入口に

　
地
下
歩
道
の
壁
面
に
、４
面
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
に
よ
る
幅
12
m
の
横
長
ス
ク
リ
ー
ン

で
映
像
作
品
を
上
映
す
る「
西
２
丁
目
地
下

歩
道
映
像
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。歩
行
空
間

と
い
う
特
殊
性
を
活
か
し
な
が
ら
、映
像
メ

デ
ィ
ア
の
実
験
的
な
表
現
や
可
能
性
を
模

索
し
、実
践
し
て
い
く
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
始
ま
っ
た
、チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
取
り
組
み

で
す
。毎
年
、1
組
な
い
し
２
組
の
作
家
に
依

頼
し
、こ
の
空
間
の
た
め
の
映
像
作
品
を
制

作
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
度
は
、札
幌
を
拠
点
に
さ
ま
ざ

ま
な
映
像
作
品
を
手
が
け
る
ス
タ
ジ
オ
ロ
ッ
カ

に
よ
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
『U

N
D

E
R

 

U
N

IV
ER

S
E

』を
制
作
。2
0
1
9
年
4
月

か
ら
一
年
間
に
わ
た
り
、上
映
を
し
て
き
ま

し
た
。そ
し
て
2
0
1
9
年
度
に
は
、映
画

監
督・美
術
家
の
大
木
裕
之
さ
ん
と
写
真
家

の
野
口
里
佳
さ
ん
に
新
作
の
制
作
を
依
頼

し
、完
成
し
た『
ト
シ 

シ
』（
大
木
裕
之
作

品
）と『
虫
・
木
の
葉
・
鳥
の
声
』（
野
口
里
佳

作
品
）の
２
つ
が
、こ
の
４
月
か
ら
上
映
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
札
幌
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
と
い
う〝
表
現
〞

に
触
れ
る
施
設
へ
の
入
口
だ
か
ら
こ
そ
、現

代
を
生
き
る
作
家
に
よ
る
、「
今
」を
捉
え
た

作
品
に
触
れ
て
欲
し
い
と
担
当
者
は
話
し

ま
す
。「
日
常
的
に
誰
も
が
通
れ
る
歩
道
だ

か
ら
こ
そ
、き
ち
ん
と
作
り
込
ま
れ
た
作

品
に
触
れ
ら
れ
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
。

少
し
視
線
を
そ
ら
す
だ
け
で
『
こ
ん
な
素

敵
な
作
品
に
出
会
え
る
ん
だ
』『
こ
ん
な

表
現
が
あ
る
ん
だ
』と
気
づ
い
て
い
た
だ

け
れ
ば
」。

　
２
年
目
を
迎
え
、今
後
の
展
開
も
楽
し
み

な
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。「
こ
れ
か
ら
年
々
作

品
が
増
え
て
い
き
、通
る
た
び
に
新
し
い
発

見
や
出
会
い
の
あ
る
空
間
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。ゆ
く
ゆ
く
は
、若
い
作
家
に
も『
こ
こ

で
作
品
を
発
表
し
た
い
』と
思
わ
れ
る
よ
う

な
、ク
リ
エ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
憧
れ
の
場
に

成
長
し
て
く
れ
る
と
、う
れ
し
い
で
す
ね
」。

野口里佳『虫・木の葉・鳥の声』

奇数時 ◎毎15分 ◎45分
偶数時 ◎毎15分

大木裕之『トシ シ』

奇数時 ◎毎00分 ◎30分
偶数時 ◎毎00分

スタジオロッカ『UNDER UNIVERSE』

偶数時 ◎30分

西 2丁目地下歩道映像制作プロジェクト
上映時間［ 9時00分-21時00分］

野口里佳『虫・木の葉・鳥の声』



　

M
O

RIH
ICO

.

が
手
掛
け
る
札
幌
市
民
交
流
プ

ラ
ザ
２
階
に
あ
る﹁
レ
ス
ト
ラ
ン
･
ダ
フ
ネ
﹂︒コ
ー

ヒ
ー
ブ
ラ
ン
ド
が
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す
る

の
は
非
常
に
珍
し
い
で
す
が
︑オ
ー
ナ
ー
の
市
川
草
介

さ
ん
は
︑前
代
未
聞
の
チ
ャレ
ン
ジ
を
決
め
た
理
由
を

﹁
カ
フ
ェ
と
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
に
共
通
点
を
感
じ
た

か
ら
﹂と
振
り
返
り
ま
す
︒﹁
人
々
が
カ
フ
ェに
来
る
動

機
は
︑喉
が
渇
い
た
と
い
う
よ
り
も
︑そ
の
空
間
に
身

を
置
き
た
い
と
い
う
場
合
が
多
く
︑私
も
そ
の
た
め

に
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
支
え
る
空
間
価
値
を
長
年

考
え
て
き
ま
し
た
︒同
じ
よ
う
に
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ

ン
も
お
腹
が
空
い
た
か
ら
と
選
択
す
る
人
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
︒そ
う
考
え
る
と
私
た
ち
も
門
外
漢
で

は
な
く
︑MO

RIH
ICO

.

だ
か
ら
こ
そ
提
供
で
き
る

空
間
が
あ
る
と
思
っ
た
ん
で
す
﹂︒

　
古
里
裕
之
シ
ェフ
に
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
て
料
理

を
任
せ
︑自
ら
は
全
責
任
を
負
っ
て
空
間
づ
く
り
に

励
ん
だ
と
い
う
市
川
さ
ん
︒こ
だ
わ
り
は
随
所
に
ち

り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒な
か
で
もM

O
RIH

ICO
.

ら
し
さ
が
色
濃
く
現
れ
て
い
る
の
が
︑不
ぞ
ろ
い
の
イ

ス
た
ち
︒市
川
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
手
掛
け
て
き
た
店

で
は
画
一
的
な
家
具
を
用
い
る
こ
と
が
な
く
︑１
階

の﹁M
O

RIH
ICO

.

藝
術
劇
場
﹂も
異
種
類
の
イ
ス
や

テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
な
が
ら
一
体
感
の
あ
る
空
間
が
構

築
さ
れ
て
い
ま
す
︒﹁
ダ
フ
ネ
﹂も
同
様
に
ひ
と
つ
の

テ
ー
ブ
ル
に
ダ
イ
ニン
グ
チ
ェア
や
ウ
ィン
ザ
ー
チ
ェア
︑

ベン
チ
な
ど
種
類
の
違
う
イ
ス
が
並
び
ま
す
︒﹁
モ
ダ
ン

な
デ
ザ
イ
ン
が
現
代
に
も
通
用
す
る
と
感
じ
た
﹂と
︑

英
国
ミ
ッ
ド
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
家
具
を
代
表
す
る
ア
ー

コ
ー
ル
社
の
１
９
４
０
～
５
０
年
代
の
ビ
ン
テ
ー
ジ・

チ
ェ
ア
を
採
用
し
︑一
緒
に
置
く
特
注
の
ベ
ン
チ
は

﹁
海
外
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
意
識
し
て
︑日
本
の
飲
食
店

で
は
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
ブ
ル
ー
と
イ

エ
ロ
ー
の
配
色
に
し
た
﹂と
こ
だ
わ
り
を
明
か
し
て

く
れ
ま
し
た
︒

　
さ
ら
に
市
川
さ
ん
が
空
間
づ
く
り
に
お
い
て
︑最

も
大
切
に
し
て
い
る
の
が
︑﹁
本
物
﹂で
あ
る
と
い
う

こ
と
︒﹁
ダ
フ
ネ
﹂で
は
︑先
述
の
ア
ー
コ
ー
ル
社
の

ビ
ン
テ
ー
ジ・チ
ェ
ア
も
テ
ー
ブ
ル
も
す
べ
て
天
然
の

無
垢
材
で
で
き
て
い
ま
す
︒空
調
設
備
の
整
っ
て
い
る

公
共
施
設
は
乾
燥
し
や
す
く
︑本
物
の
木
は
割
れ
た

り
︑歪
ん
で
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
り
︑実
際
２
０
１
８

年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
何
度
も
修
理
に
出
し

て
い
る
そ
う
︒で
も
︑市
川
さ
ん
は﹁
オ
ペ
ラ
も
そ
う

で
す
が
︑レ
ス
ト
ラ
ン
も
総
合
芸
術
︒料
理
は
も
ち

ろ
ん
︑空
間
演
出
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
も
妥
協
が
で

き
ま
せ
ん
︒手
間
や
お
金
が
掛
か
っ
て
も
︑本
物
の
あ

る
空
間
で
日
常
を
離
れ
た〝
プ
チ
旅
行
〞の
よ
う

な
時
間
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
﹂と
労
を
惜
し

み
ま
せ
ん
︒

　
コ
ー
ヒ
ー
と
空
間
の
双
方
を
高
め
合
う
カ
フ
ェ
を

展
開
し
て
き
たM

O
RIH

ICO
.

だ
か
ら
で
き
た
︑新

し
い
ス
タ
イ
ル
の
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
︒﹁
ダ
フ
ネ
﹂で

は
︑洗
練
さ
れ
た
食
事
と
と
も
に
︑ぜ
ひ
市
川
さ
ん

の
審
美
眼
で
選
び
抜
か
れ
た〝
本
物
〞に
囲
ま
れ
た

空
間
も
味
わ
い
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
︒

MORIHICO. だからできた、“本物”のレストラン。

今回の新作と、このプロジェクトについて伺いました。

地上の光を感じる作品、深呼吸をしたくなるような作品を

写真家。1971年生まれ。さいたま市出身。那覇

市在住。94年日本大学芸術学部写真学科卒

業。大学在学中より写真作品の制作を始め、

以来国内外で展覧会を中心に活動。微視と

巨視を行き来するような独自の視点、人間の

謎に触れるような対象の選択、その透明な色

彩と詩情豊かな表現力は国内外から高い評

価を受け、写真の世界だけにとどまらず現代

美術の国際展にも数多く参加している。国立

近代美術館（東京）、グッゲンハイム美術館

（ニューヨーク）、ポンピドゥー・センター（パリ）

などに作品が収蔵されている。

『虫・木の葉・鳥の声』（13分）

『トシ シ』（12分）

 TO P I C SS C A R T S

野口里佳

大木裕之

―今回の作品コンセプトをお教えください。
　私は沖縄に住んでいるので、いつも北海道
に憧れています。でも北海道に着くと、沖縄の
ことを考えている自分に気がつきます。自分の
足元を見つめるために、沖縄の山に入ってみ
ることにしました。
―横幅12mの映像作品を制作するにあた
り、意識したことは？
　一つの画面で完結するのではなく、四つの
画面、映像が合わさって作品になること。それ
でいて、四つの映像が一度に見れなくても成
立する作品になっていること。

―本プロジェクトの取り組みにつきまして、ど
のような感想をお持ちですか？
　美術館などと違って、偶然見てしまう、不意
に出会ってしまう、という点で難しいプロジェク
ト。でもだからこそ、ここでしかできないことが
あると思いました。
―作品を鑑賞する人々も含め、読者のみな
さんにメッセージを。
　地下の空間なので、地上の光を感じる作品、
深呼吸をしたくなるような作品が出来たらと思
いながら制作をしました。見た人が何年か経っ
てふとワンシーンを思い出したりする、そうい
うものになっていたらいいな、と思っています。

歩き過ぎてゆく日常の中のふとした非日常―

映画監督／美術家。1964年生まれ。東京都出

身。高知県、東京都、そのほか各地拠点。東

京大学工学部建築学科在学中の80年代後

半より映像制作を始め、89年から北海道松前

町を中心にした映像作品群「松前君シリー

ズ」を開始、90年に「遊泳禁止」がイメージ

フォーラム・フェスティバル審査員特別賞を受

賞、95年に「HEAVEN-6-BOX」が第45回ベルリ

ン国際映画祭ネットパック賞を受賞。その表現

活動は映像制作のみに留まらず、インスタレー

ション、パフォーマンス、ドローイングやペイン

ティングにまで及ぶ。

―今回の作品コンセプトをお教えください。
　現代の都市における人と環境の個と全体の
さまざまな断片と集積/連繋を光と言葉と場の
時間と美とエネルギーの認識のひとときに・認
識の動体と神秘。
―横幅12mの映像作品を制作するにあた
り、意識したことは？
　「鑑賞」とは違う可能性・歩き過ぎてゆく日常
の中にふとした非日常が、やわらかく、かつ鋭
くも、、とおりかかり、まじわりつつ、、意識/無意
識に組成/組織/消滅/発生。
―本プロジェクトの取り組みにつきまして、ど
のような感想をお持ちですか？
　映像がさまざま都市生活にあふれかえって

いるなかで、なにがしかなささやかながらにも
新しい価値をもたらすことの可能性のある貴
重な取り組みであると思います！
―作品を鑑賞する人々も含め、読者のみな
さんにメッセージを。
　とおりかかったとき、また何度もとおりか
かった時、ふっと、ひとときの微細なエネル
ギーの自他・ふりかえり、横目、背後に、たたず
み、うけとり、呼応、たのしみ、おどろき、よろこ
び、疑問、かえがえのなさ、をほんの一瞬にで
も感じていただけたらと思います。「理解」や
「納得」「追従」ではない中のポジティブ、、光/
エネルギー☆自分の中の「管理」に風通しを☆

Rika Noguchi

HiroyukiOki

story
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２
０
２
０
年
２
月
15
・
16
日
、札
幌
市
民
交
流
プ
ラ

ザ
３
階
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ジ
オ
で
「C

re
a
tiv

e
 

O
p
era M

ix

」が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
公
演
は
、

札
幌
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
が
ゼ
ロ
か
ら
企
画
・
制
作
し
、

札
幌
発
の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。札
幌
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ー
ン
の
最
前
線
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
結
し
、

オ
ペ
ラ×

ダ
ン
ス×

D
J

の
新
感
覚
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ー
ツ
を
創
造
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
２
日
間
の
公
演
は
、い
ず
れ
も
満
席
。第
１
部
は

「
ア
イ
ー
ダ
」の〝
凱
旋
行
進
曲
〞、「
リ
ナ
ル
ド
」の〝
私

を
泣
か
せ
て
く
だ
さ
い
〞、「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」の

〝
誰
も
寝
て
は
な
ら
ぬ
〞な
ど
、有
名
オ
ペ
ラ
作
品
を

ジ
ャ
ズ
、ロ
ッ
ク
、ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
な
ど
で
ア
レ
ン
ジ
し

た
演
奏
を
。第
２
部
は
ビ
ゼ
ー
の「
カ
ル
メ
ン
」を
現

代
的
に
ア
レ
ン
ジ
し
、ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
を
交
え

て
、情
熱
的
で
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ス
テ
ー
ジ
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
髙
橋
秀
典 

劇
場
事
業

課
長
は「
今
回
の
作
品
は
、参
加
し
た
人
た
ち
に
と
っ

て
未
知
の
世
界
だ
っ
た
は
ず
。観
客
の
反
応
は『
ス
ゴ

イ
！
』『
感
動
し
た
』と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
声
が
多
く
、

内
面
か
ら
湧
き
上
が
っ
て
く
る
率
直
な
言
葉
が
う

れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。２
日
間
、客
席
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
、観
客
の
皆
さ
ん
は
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
元

気
に
な
っ
て
帰
っ
て
い
く
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。ソ
プ

ラ
ノ
の
川
島
沙
耶
さ
ん
は
ロ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ズ
は
歌
っ

た
こ
と
は
な
く
、DJ T

A
M

A

さ
ん
や
ダ
ン
サ
ー
の

SH
O

K
O

さ
ん
は
オ
ペ
ラ
を
観
た
こ
と
も
な
か
っ

た
。そ
ん
な
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
に
解
釈
し
、そ
れ

ぞ
れ
が
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
て
カ
タ
チ
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。ま
た
、劇
場
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
る

h
ita

ru

の
舞
台
技
術
チ
ー
ム
が
、希
望
す
る
演
出
に

対
し
て
適
切
な
プ
ラ
ン
を
提
示
し
て
く
れ
た
こ
と

も
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」と
語
り
ま
す
。客
層

は
若
い
人
が
多
く
、〝
今
回
の
舞
台
を
見
て
通
常
の

オ
ペ
ラ
を
観
た
く
な
っ
た
〞と
い
う
声
も
あ
り
、オ
ペ

ラ
の
フ
ァ
ン
層
を
広
げ
よ
う
と
い
う
当
初
の
目
的
を

一
定
程
度
、実
現
で
き
ま
し
た
。「
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え

た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
化
学
反
応
も
起
こ
り
、全
国

で
も
類
を
見
な
い
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、今
後

も
一
層
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は「
再
演
を
望
む
声
も
多
く

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、今
回
の
作
品
を
ベ
ー
ス
に
、

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
た
も
の
を
お
届
け
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
はh

ita
ru

を
会
場
に
、

よ
り
迫
力
を
追
求
し
た
ス
テ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
」。

「若い人たちにオペラの新しい楽しみ方を」という思いから企画された
新感覚パフォーミングアーツ「Creative Opera Mix」。
hitaruが主催し、札幌のアーティストが創り上げた本作品について、
企画の中心人物にその思いを伺いました。

札
幌
文
化
芸
術
劇
場 hitaru 

﹇
主
催
事
業
﹈

C
reative O

pera M
ix

札幌文化芸術劇場 hitaru オフィシャルスポンサー 

◎
次
回
開
催
決
定
！

２
０
２
１
年
３
月
13
日﹇
土
﹈・
１4
日﹇
日
﹈

※

チ
ケ
ッ
ト
発
売
等
、詳
細
に
つ
い
て
は
Ｈ
Ｐ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

歴史と芸術が響き合う
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